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気づかなかった大切なこと

思いがけない御縁で社会福祉法人とよた光の里

の理事長として重度障害者療護施設光の家のお世

話をすることになって三年、最重度の障害を持っ

た方々と交わったこの三年間は、初体験、おどろ

き、勉強の辿続であって、七十余年生きてきた中

で、まことに生きること、生命の尊さを学はせて

いたゞいた三年間であったと思う。

施設は明るく作られ、各部屋も開放的で自由に

何処へも出られるようになっているので、私は入

居者達がまさか閉じ込められた自由のない場所、

その為の不満、いらだちを沢山持っているとは気

づかなかったのだが‥‥。

たまたま、ある高原の宿で温泉の大きな浴場に

一人で入浴していた時、親切に湯加減を尋ねに来

てくれたメイドさんが無意識に脱衣場との境の戸

の錠を脱衣場側からかけてしまい、さて出ようと

思ったら戸が開かないではないか。幸い浴室の窓

は大きく、乗り越えて出ようと思えば出られる。

外は芝生の広い庭になっているか、まさか小さな

タオル一枚では逃げ出すわけにもいかない。外へ

出ようと思えば出られるけれど実際には出られな

い。こう思った時、私ははたと光の家の障害を持っ

た人達のことに気がついた。施設は開放的ですよ、

どうぞ自由に・・・・と私共は思ってしまうけれど呻

害が重けれは自分一人では勤けないし、介添がな

ければ用の足せない人達にとってはどんなに戸が

豊 田 壽 子

開いていても自由はないのだ。私は出られないお

風呂の中で何時、メイドさんが気づいてくれるか、

つい、いらいらしてしまう気持ちを再び、光の家

の人達に向けた。皆、毎日、天気かよければ外へ

山たいと思うでしょう。でも介護人は忙しいし、、、

何時、気がついて自分を外へ連れ出してくれるか

を辛抱強く、又はいらいらしながら待っているの

ではなかろうか。

介護人がその障害者の気持ちを思って、たった

一言でいい、朝、顔が合ったら、例えば今日は

三峙までは時間がないけれど、そのあと外へ行き

ましょう。待って・・ね″と云えばあき子さんはい

らいらせず三時を楽しみに待てるでしょう。お風

呂に閉じこめられたおかげで私は今まで気づかな

かった大切なことを学ぶことが出来たのだ。二時

間後、私は気がついたメイドさんにお風呂から出

させてもらうことが山来、しきりにあやまられる

メイドさんに私は木心から゛おかけでとても為に

なる勉強が出来たのよ″と云ったのだが・…

他人の身になって思う、考えるということは、

そんなにやさしいことではないだけに、よくよく

心しなければならないと思う。

（木協会理小）
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この数年奇妙な電話鵬轟概続いた。奇妙なとい

うのは、東京や京都の、はては福岡やハワイのマ
ンションを買わないかというものであった。マン

ションを買うと節税になるというのが相手の言い

分であったが、こちらにしてみれば節税しなけれ
ばならないほど税金を払っている訳ではなかった

ので、丁重にお断りした。ところが相手もその道
のプロらしく、いかに当方の得になるかを綿々と

述べたてる。あまりのしつこさにうんざりして、
一方的に電話を切るが、再び電話が鳴

り、私の考えがいかに間違っているか
を説明し始める始末である。以上のよ

Ｃうな内容の電話は週に２～３回、ひど

いときは複数の企業から入れ替わり立

ち代わり、自宅であろうと診療中であ
ろうとおかまいなしにかかり、十日ぐ

らい続く。こちらから一方的に電話を

切るのはどうもしゃくにさわる、相手
の方から切らせる何かよい方法はない

ものかしらと考えるようになった。そ
こで、相手を怒らせないこと、こちら
からは：絶対に電話を切らないことを心

がけ、以下のような言い方を試みるこ
とにした。

１．相手が用件を言いはじめたらすぐ、

「お名前は、お年はいくつですか、会

…社の住所は、学校はどちらの卒業です
「か」などと次々聞く。途中で相手が喋

りはじめると、「いやいや、不都合が
あるといけないのでいろいろ調べさせ

てもらいます」と言って構わず質問を

さんなんか有名ですが、あれは名がよくないね、
もっとも姓は先祖からのもので、取り替える訳に

はいかないが、私の先祖は江戸時代まで判ってい

ますよ。江戸時代というのは鎖国していましたか

ら、ずいぷんと不自由でしたね。不自由は一番困

りますよ・・・」という具合に極端に飛躍させる。
４．相手の一言一言に対して「ちょっと耳が遠い

ので、聞こえないんですが、何て言いましたか、
エー、何ですか・・・」を繰り返す。

続ける。質問は３０項目ぐらい用意しておく。
２．相手が喋りはじめたらただちに。「ああー、今
ちょっと忙しいので・‥、また後で電話しｔいた

だけますか」と言うと、かならず何時がいいか問
い返してくる。「そうですね、来年の５月２０日の

午後３時頃かけて下さい」と告げて相手の切るの
を待つ。
３．マンションの購入は節税になるとかなんとか

言いはじめたら「節税ねぇー、節税と言えば金丸

話
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断
実
験
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るところ大であった。つまり、電話でコミニュケー
ションをはかるにはどうしたらいいかと言う逆の

命題に活用できるからで、長い間つき合ってくれ
た彼らに感謝しなくちゃあならないでしょうね。

しかし、昨年末からぷっつりと電話がこなくなっ
た。きっとバブルが弾けたのでしょうね。あのし
つこい、エネルギッシュな声をもう聞けないと思

うとちょっぴり寂しい。
（ＮＴＴ東海総合病院精神科・元訓練スタッフ）

山

□

利
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こちらもひどく迷惑を受けているの

だから、まあ一多少の失礼はこの際や

むをえないでしょうね。結果を簡単に

記すと、第一の方法は、相手も後ろめ
たさがあるのか段々声が小さくなり、
ガチャンと受話器を切る人Ｚμ多かった。

怒って切る人も何人かいた。第二の場

合は、「エエー、来年ですか」と驚き
の声を発して電話を切る人と、しつこ

く話を続ける人と半々ぐらであった。

第三の場合は、「いやぁー、そんな話
ではないんですよ、マンションを買う
と節税になるということなんですよ」

と口を挟み、話を元に戻そうとするの
で他の場合より時間がかかった。１／３

位の場合「こりゃあー、あかんわー」
と言って切るが、怒る人は少なかった。

最後の場合は、受話器の向こうで段々
声高になってくる様子が手に取るよう
に判りおかしかった。電話が切れるま

でそれほど時間はかからなかった。
この実験は二年数カ月続けられ、得
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１ ９ ９ ２ 年 度 事 業 報 告
名古屋いのちの電話の電話相談活動を理解し、ご支援を賜ります賛助会員並びに寄付者の皆さまに、心よ
り感謝申しあげますとともに、たゆまぬ奉仕を統けて下さいます相談員の方々のご尽力にあらためて敬意と
感謝を申しあげ、こりこ１９９２年度の事業報告をさせて頂きます。

１９９２年度の主な集会

会
会

晶理
評
運営委員会
財務委員会
訓練委員会
委員長会

理 事 会 報 告

４回
４回
１２回
５回
１１回
２回

財務・運営合同委員会
１０周年記念事業企画委員会
チャリティー・コンサート
愛知電話相談ネットワーク
全国電話相談研究集会

４回
１回
１回
８回
１回

１９９２年度は、名古屋いのちの電話の開局以来第７年目に当りました。１９９０年には当初よりの念願でありま
した社会福祉法人の認可を得ることが出来、３年を経過するところとなりました。５月に開講しました第７
期の相談員養成講座を一年間にわたって実施するかたわら、約１５０名の相談員の実働により、電話相談活動
は、充実した歩みを着実に続けることが出来ました。また、相談員の研究向上こそがいのちの電話の充実を
意味することを想うにつけ、ボランティア相談員の熱意と、訓練指導の任に協力頂いた講師の方々のご尽力
にも深い敬意を表します。
又、前年度来、県下に存在する公共及び民間の諸機関での電話相談活動の間の、相互の連絡と共に学ぶ機

会を提唱して、愛知電話相談ネットワークを結成し、今年度は、このネットワークに関わる有志者の力を結
集して、全国電話相談研究集会を名古屋で開催する準備を進め、１０月１７～１８日名古屋市女性会館に全国各地
より約４００名の参加者を得て、有意義に開催することが出来ました。
電話相談の総受信件数は年間１２、７６５件、開局以来の総受信件数は、１００、２２５件に連しております。
賛助会員は本年度も１０３名にのぼる新入会員を与えられ、またこの年度も１１５社より６７８．５万円にのぼる法
人賛助寄付の支援を頂くことが出来ました。年々かわらぬ資金上の支援をお寄せ頂きます各法人に、特に新
たに賛助法人に加わって頂きました各位に厚く御礼申しあげます。景気の低迷が気づかわれる状況の中にあ
りつつも、いのちの電話を支援して下さる協力の輪が拡がりつつありますことを感謝をもって報告いたします。
法人の運営につきましては、本年度８月に、法人認可以来はじめて愛知県民生部の監査がありました。定
款に準拠して健全な運営がなされているとの講評を頂きました。尚法務局の指導により、本法人の名称に関
して愛知「いのちの電話」協会の「」を取り除くことになりましたので併せて報告いたします。
又本年度は、開局以来、施設上の便宜ご支援をもって「名古屋いのちの電話」の活動展開に絶大の支援を

頂いて来ました、みこころセンターとの関係に、新しい局面が展開した年でありました。みこころセンター
及び聖心布教会の今日までのご好意に深く感謝申しあげると共に、名古屋いのちの電話の活動の拠点ともい
うべき施設が願いにふさわしく備えられることを願ってやみません。
５年３ヶ月にわたり事務局長の重責を担って頂きました笠井康助氏が３月末日をもって退任されました。

法。、１、、、設立、基金募金等、草創期の難事業の事務上の要の役割を果された同氏のご労苦に心より感謝を申しあ
げます。事務局長の任務は、木本精之助常務理事が兼務いたすところとなります。
明後年の開局１０周年を控えて、記念事業企画委員会がスタートしました。１９９３年度も相談事業の一層の充

実強化をはかりたく存じます。一層のご支援、ご協力をお願い申しあげます。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長
理 事
監 事
評 議 員

常務理事

相 馬 信 夫
笠 原 嘉 。
内 河 恵 一 、
笠 原 嘉 、
長 岡 利 貞 、
水 谷 巍 、
木本精之助
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運営委員会報告

いのちの電話開設８年目をむかえ、運営委員会の

課題・守備範囲が問題となってきました。開設当時
の三委員会（運営・訓練・財務）はそれなりに明解

な仕事の分担があったわけですが、社会福祉法人と

なった今、事業の運営の権限は理事会にあることが

明記されています。今年度は笠井事務局長から次期
への引っぎのために木本精之助常務理事を迎えまし

た。そのため事務局体制が充実するとともに、実質

的な運営を担当してもらえるようになり、また相談

員の声を代表するベルの会世話人会も始動はじめま
した。それでは運営委員会の固有の仕事とは何かと

いう疑問が頭をはなれない一年でした。結論として

定款にある総務委員会と名称を変えることと、委員
の構成を相談員の代表と外部の方々とによることを

次年度に申しおくりました。

●拡大強化については先年度の経験をふまえ、やは

り常に独自課題として年一度取組むこととなりまし

た。その結果１０３名（Ａ-２０Ｂ-２５Ｃ-２５法人Ａ-１
Ｂ-７Ｃ-２寄付２２）とりわけ常務理事に就任された

木本氏の広い人脈をたどっての拡大成果はめざまし
いものがありました。

●チャリティーコンサート

今年も南山教会、酒井多賀志氏のご好意によりク

リスマスコンサートを開くことができました。二年
つづきのこととて客数が危ぶまれたが、新聞の宣伝

の成果が当日売３４枚を含め４８３枚とともに昨年を上

まわる成績を上げることができました。

● フ ォ ー ラム
６月２７日会場をお東幼稚園に移し、大須演芸場

の足立秀夫氏の講演。型破りの人生体験はわれわれ

の平均的価値感に大きな衝激を与えました。

●いのちの電話を応援する宗教者の会
１０月１９日柿本大真を中心に栄付近でビラ配りと

募金活動を行いました。

（運営委員長水谷巍）

訓練委員会報告

人のいのちを大切にという使命を果たして行くため
に相談員には高度の相談スキルと相応しい倫理性が求
められます。新しいボランティア相談員の養成と現役
の相談員の資質の維持向上のための訓練を立案し実施
するのが訓練委員会の主な仕事です。
１年間の活勁の概略を報告します。
相談員養成講座：１９９２年５月より、毎週３時間、講

義や実習訓練が１年間にわたり実施されました。当初
は３６名、途中都合で辞退や延期した方もありましたが、
熱心にブログラムに参加され１９９３年５月現在３１名が養
成講座を終了されました。このプログラムのために３４
名の名古屋在住の法律、心理臨床、人間関係トレーニ
ングなどの専門家に協力頂いたことを感謝いたします。
継続訓練：電話相談スーパービジョンと継続研修が
あります。スーパービジョンは自分の電話相談の在り
方をチェックするために、現役の相談員は必ず毎年一
回は受けることになっています。スーパーバイザーと
して３３名の専門のカウンセラーが協力下さっています。
継続研修は相談員の自己啓発やお互いの交わり目指し、
グループで行われるものです。１４のグループがあり、
テーマは「ゲシュタルト療法を体験する」「教え、学び、
生きる」「自分への気づきを深める」「不安定と性と精
神障害をめぐって」「ケースワーク雑談会」「こころの
世界とのかかわり」「Ｔ・Ａを学んで自己理解を深め
る」「差別と偏見について」「電話相談の実際」「仏教的
なものの見方、考え方」「いのちの電話とはなんだろう」
「カウンセリングの基礎」「感性を豊かに」等がありま
した。運営には相談員による「継続研修を考える会」
が当たっています。
定例の訓練委員会は毎月一回開かれています。日程
と主な議題は次の通りでした。
４月１日第７期餐成講座面接について
５月１１日応募時の書類の保管について

相談員研修会について
６月１０日７期養成講座について
７月１３日エイズ研究会について
９月９日スーパービジョン等報告書書式について
１０月１４日統計分類について
１１月１６日第７期生第１次審査。

８期生養成計画について
１２月１４日１９９３年度訓練関係予算案

１９９３年度訓練委員会事業計画、相談員
の自主的研修について

１月１８日１９９３年度訓練関係予算案について
スーパーバイザー打ち合せ会について

２月１５日１９９３年度継続研修、登録更新研修会。
認定委員会、認定式などについて

３月８日８期養成講座について
登録更新研修会について

その他、養成講座参加希望者の面接、緊急連絡員
研修、スーパーバイザーの会、登録更新のための研
修会、相談員認定委員会等も行いました。また小冊
子「１９９３年・いのちの電話と自殺の相談」を発行し
ま し た 。 （ 訓 練 委 員 長 中 堀 仁 四 郎 ）

- ５ -



財務委員会報告

１９９２年度の収支をご報告申し上げます。昨年度はご承知の通り、パブル経済の崩壊といわれる不況が浸
透し、企業収益が悪化、個人生活にもその影響が出てまいりました。
このため当初予算の助成金は１２０万円減少となり、法人会費も１００万円減少しましたが、年末募金は

５６万円増加となり、年末チャリティコンサートは、前年につづき目標額を達成できましたことを有難たく
思っております。しかしながら収入の部では、皆様方のご努力にもかかわらず、約３５５万円強の減収となり
ました。基金の運用収入は、極力手元現金を圧縮した結果、金利低下の統く中で予算を２０万円上廻ること
ができました。
基金への組入れ額は１２１万９、２０４円とし、当期剰余金は７８万８、９１４円を計上することができました。
昨年８月２４日愛知県民生部社会課の監査、指導を受けましたことを報告いたします。
今年度の予算につきましては、景気回復が遅れる情勢が続いておりますが、収入の確保が最優先課題とし

１ ９９ ２年度収支計算書
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９２年度決算額 科 目 １９９２年度決算額
事業費支出

７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７ １ １ 職 員 給 与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７ ３ ６ 会 議 費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１涼剪負担金
７ ４ ２ 諸 会 費
７ ４ ３ 共 益 費
７４４水道光熱費
７ ４ ５ 消 耗 品 費
７ ４ ６ 備 品 費
７ ４ ７ 営 繕 費
７ ５ １ 租 税 公 課
７ ５ ２ 拠 出 金
７ ６ １ 保 険 料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８ ２ ２ 支 払 利 息
８３１繰入金支出
８ ４ １ 雑 支 出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８ ７ １ 基 金 繰 入

（１８，５９７，８０８）
３，１１８，３４３
３８１，０００
１２７，６１５
１９，９３０

７３８，４００
６，７９６．８００

１，８３２，４００

６１３，０００
１１７，９９３
１１，１３２

０
９０６，９８０
６０７，０３３
２４８．７６５
４７６，２９２
１２８，４２８
１６．７５０
４４，７６０
１７，２５４

２４０，０００
５，０００

７２０，０００
４８０，０００
５５６，９００
２６，５０２
８５，０００
７３，９０４
２０，０００

０
１８７，６２７

０
０
０
０
０
０

１，２１９，２０４

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛助会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１６協力会費
５１７相談員の会会費
５２１’ｉ好付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２ｉｌｌ当金戻入
９１３設備資金借入収入
９１４積立金戻入
９２１受取利息
９ ２ ２ 雑 収 入

（１９，２３２，９９８）
４００，０００
５００，０００

５，５５５，０００
１７５，０００

１，６８０，０００
９４０，０００
６２７，０００

０
１４１，０００

２，８０５，８８５
１，８４９，３５１
１，７６２，６９３

５０，０００
１００，０００
９６５，０６９

１，６８２．０００

０

（１，３７２，９２８）
０
０
０
０

１，２９２，１１５
８０，８１３

小 計 １９，８１７，０１２ 小 計 ２０，６０５，９２６

前期繰越剰余金
当期剰余金

２，５７４．９３１
７８８，９１４ 前期繰越剰余金 ２，５７４，９３１

合 計 ２３．１８０，８５７ 合 計 ２３，１８０，８５７

- ６ -
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て取り上げられました。このため６月より賛助会員募集をお願いすることが決まりました。
予算としましては、収入の部では、２２１３万円を見込み、前年度比約１５％増と致しました。
年央よりは、個人所得について；６政府鳶；ｌｌ合景気対策の実施により、後半回復が現れることを期待しており
ますが、「いのちの電話」への理解を広がることで達成できるようにご協力をお願い致します。基金につき
ましては、１億円達成が至上命題でありますので、今期は前期剰余金を含めて５００万円を繰り入れたいと考
えております。
支出の面では、雑費は２５万円と前年予算より増額しましたが、相談員活動等のために、必要な費用を考慮
したためであります。なお基金運用は、預貯金で運用しており、リスクの心配はないことを申し添えます。

（ 財 務 委 員 長 向 田 正 俊 ）

１ ９ ９ ３ 年 度 予 算

借 方 （ 支 出 の ・ 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９３年度予算額 科 目 １９９３年度予算額
事業費支出

７０１教育・訓練費
７ ０ ２ 広 報 費
７０３調査・研究費
７ ０ ４ 渉 外 費
７０５特別事業費
７１１職員給与
７ １ ２ 賞 与
７ ２ １ 賃 金
７ ２ ２ 退 職 金
７２３法定福利費
７２４福利厚生費
７２５退職引当金
７３１旅費・交通費
７ ３ ２ 通 信 費
７ ３ ３ 電 話 料
７ ３ ４ 印 刷 費
７３５事務用品費
７３６会議費
７３７郵便振替負担料
７３８支払手数料
７４１迪９負担金
７４２諸会費
７４３共益費
７４４水ｉ１１光熱費
７４５消耗品費
７４６備品費
７４７営繕費
７５１租税公課
７５２拠出金
７６１保険料
７ ７ １ 雑 費

事業外支出
８２１元利償還金
８２２支払利息
８３１繰入金支出
８４１雑支出
８５１固定資産取得額
８６１積立金繰入

８７１基金繰入

３，１００，０００
６００，０００
１００．０００
５０，０００

５００，０００
５，０４０，０００
１，４７０，０００

１２０，０００
３０．０００

６００，０００
８００，０００
７９０，０００
２４０，０００
５００，０００
１２０，０００
１５，０００
６０，０００
５．０００

２８０，０００
２０，０００

７２０，０００
４８０，０００
１００，０００
５０，０００
１００，０００
７０，０００
１００，０００
２０，０００

２５０，０００

０
０
０
０
０
０

５，８００，０００

事業収入
５ ０ １ 助 成 金
５０２共同募金配分金
５１１会費（法人）
５１２会費（個人）
５１３賛坦１会費（Ａ）
５１４賛助会費（Ｂ）
５１５賛助会費（Ｃ）
５１７相談員の会会費
５２１寄付金（個人）
５２２寄付金（団体）
５２３年末募金
５３１後援会（個人）
５３２後援会（団体）
５４１特別事業収入
５５１講座受講料

５８１基金募金収入

事業外収入
９ １ １ 繰 入 金
９１２引当金戻入
９１３設ｊｌ資金借入収入
９１４積立金戻入
９ ２ １ 受 取 利 息
９ ２ ２ 雑 収 入

１，０００，０００
５００，０００

６，０００，０００
９００，０００

２，５００，（｝００
１，２００，０００
６６０，０００
１５０，０００

２，１００，０００
２，５００，０００
１，２００，０００

７００，０００
１，１７０，０００

１００，０００

０
０
０
０

１，３００，０００
１５０，０００

小 計 ２２，１３０，０００ 小 計 ２２，１３０，０００

８８１当期剰余金
（翌年度繰越金） ０ ４３７前期繰越剰余金

（前年度繰越金） ０

合 計 ２２，１３０，０００ 合 計 ２２，１３０．０００

- ７ -



名古屋いのちの容統計速報

１９８５．７～１９９２．１２

１２，６４３１１，６８８１２，４９３

- ８

○男女別・年代別の相談件数

男性の相談で最も多いのが性の不安や悩みで、男性全体の３１％を占めてる。
次に男女問題（１３％）人生問題（１３％）夫婦問題（１０％）となっており、これらを合計すると６７％
になる。
女性の相談は保健・医療（２１％）人生問題（１９％）夫婦問題（１５％）家族問題（１４％）の順となっ
ており、これらを合計すると６９％ととなる。

相 談 内 容

（件）３，９４３ ９，１６３１１，６４８１７，２１０１５，１１６

１９８５．７～１９８６１９８７ １９８８１９８９ １９９０ １９９１ １９９２
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受 信 件 数 の 推 移

０８年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９２年１２月）
１９８５年からの総受信数は９３，９０４件で，相談員との会話がなかった無言電話２２，４２９件をのぞくと相談電話の

受信は７１，４７５件となります。（１９９２年１２月３旧現在）
１９９２年は１日あたり２５．５件の相談電話を受信しています。

（件数）

１８，０００
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○ 相 談 内 容 男 女 別 の 相 談 件 数
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名古屋いのちの電話では１９９２年の１年間に３６９６時間の相談を行いました。これは、１日あたり１２

時間１０分の相談を行ったことになります。また、１件あたりの男性の平均相談時間は１９分で、女性
の平均相談時間は４１分でした。全体の平均相談時間は２９分となっています。
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電話担当のある日

受話器を置く。もう交代時間をとっくに過ぎて

いるのに気付かなかった。私の頭の中には利用者

の声が残っている。本当に大変なんだーとその話

に共感しながらも、問題に気付きそこからぬけ出

る糸口をつかむことが出来たかどうか、最後には

声も明るくなり「有難う」といって切れたがその

後の様子を想像しながらあれやこれやと思いめぐ

らす。利用者の心情に寄り添えて傾聴が本当にで

きていたかどうか悩み反省をする。

戸外に出て明るい空を見上げ深呼吸をする。風

にゆれる街路樹の新緑が目にいたい。足もとのプ

ランターに植えられた草花も色とりどりに咲き揃

い私の心をなごませてくれる。

今日も歩いて帰ろう。私は寒い日も暑い日も乗

り物にすぐに乗らない。夏は緑-杯の木の下で森

林浴を楽しんだり、冬はすっかり葉を落とした木々

の枝からさし込む木漏れ日を楽しみ、かさこそと

音をたてる落葉を踏みながらゆっくり歩く。

電話の内容１ま皆違うが、一生１曝命聴いた後はどっ

と疲れ‘を感じる。この疲れを家に持ち込まないた

めにもこの大廻りの散策は私にとって大切なひと

ときなのだ。次回新鮮な気持ちで電話を聴くた

めに私の考え出した対処法の一つである。

（Ｋ．Ｋ）
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ご援助ありがとうございます
１９９３年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共にご
報告申し上げます。（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会
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２０数年続けていた仕事を辞めて、夫と共に「中年２人旅」を始めてはや１年半になる。
その間に行った所は、中国の揚子江くだり、パキスタンのカラコルムハイウエから中国
西域のシルクロードと、南米のチリ、アルゼンチンのパタゴニア地方、南アフリカ共和
国とジンバブエ、インドネシアなど数カ国におよぶが、まだ見てみたい所はたくさんあ
る。なぜ旅をするのかと聞かれれば、老いた時に２人で共通の思い出を作りたいことや、
足腰の丈夫な内に、体力のある間に、若い時から夢みていた好奇心を満足させたいとい

う願いであった。しかし、実際にリュックを背負って旅をしてみると、地球の砂漠化、南北地域格差、
人種や民族の問題、宗教と政治の問題、貧富の差、ゴミの問題など、考えさせられることは多い。だ
が反面、どこの国の人々も懸命にたくましく生きている。言葉の通じない旅人に親切である。夫はよ
く「犬やねこと話すわけではない、同じ人間同士なのだから」と言うが、何とか意思が通じ合うので
ある。私達は最低限の言葉として、現地語の「ありがとう」「おはようございます」「こんにちわ」な
どあいさつは覚えて使うようにしている。そして、土地の人と同じものを食べ、お金などの価値観も
なるべくその国の人達と同じように努めている。また、出来るだけその国のいいところをみるように
している。
旅をしていて大切に感じるものは、体力と気力と時間である。どれだけ時間が使えるかによって、

行動範囲や移動手段が変ってくる。飛行機で飛んでしまってはもったいない、出来るだけバスに乗り
ながら、風景を見たり現地の人々の生活に接した方が楽しい。体調を整え、１ヵ所に２泊以上しなが
ら、旅を続けて行。く。
１人１人が自己実現のために生きて行ければ、悩みや複雑な人間関係は、もっと少なくなるのでは

な い だ ろ う か 、 今 こそ 世 界 に 眼 を 向 け た 日 本 人 で あ り た い と 思 っ て い る 。 （ Ｙ ・ Ｙ ）
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東海銀行大津１１１１支店（普）預金口座４７７０２９

事務局咩０５２-９７１-５１８１
相談電話ａ０５２-９７１４３４３

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号

電話相談ワークショップ
認定委員会１１１練委員会
認定式
理事会、評議員会
総務委員会

よｉ第８期電話相談員養成講座へのお誘い
～８
から
１８時１
下の

月２１日（土）募集要項・問い合せ等は
１ 年 間 〒 ４ ６ １ - ９ １ 名 古 屋 東 便 局 私 書 箱 第 ２ ５ ７ 号

霞２１時）名古屋いのちの電霖務局ＴＥＩ，（０５２）９７１-５１８１

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

事務局咩９７１-５１８１

２５日
２６日

５月１１日
１７日
２４日

口座番号
郵便振替□

旧ちの電話協会
：岳（Ｊｊｌｌ？７ｏＰ
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ＩＥ１本基督教団！＆丿成教会社会委員会
名 古 屋 ブ ラ ザ ・ ワ イ ズ メ ン ズ ク ラ ブ
名 古 屋 神 召 キ リ ス ト 教 会 牧 師 内 村 撤 母 耳
カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 コ ン サ ー ト の 会

８日訓練委員会
１５日ｉ璽営委員会
２６日電話相談ネットワークの会
訂日３０日登録更新研修会
２９日１０周年ａｉｌ念事業企画委員会

４月３日笠井事務局長の感謝会
８日共同募金配分決定在交付式
１２日ベルの会（：世話人会）
１９日総務委員会、１０周年記念事業企画委員会

訓練委員会
２０日財務委員会
２２４１日第１４回いのちの電話全国研修会、新潟大会

５名参加

一 賛 助 会 員 を 募 集 し て い ま す ー ヽ

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付を

いただき有難うございます。心から御礼申し上げ
ます。
年間２，０００万円の運営資金と共に，法人の基金

を１０年間で１億１：ＩＥＩ積立の課題を与えられております。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会員増加の

運動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられ
ます。誠に失礼ですが振込票を同封させていただ
きます。ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会費年間５万円・１０万円
（２）賛助会員（年間１口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（８）一ｊｌｌｌ寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏期・年末寄付
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三委員長会
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名古屋いのちの電話日誌

★上記期間内に何度もご寄付下さった方もお名前は１回にさせていただいております。
感謝をもってご報告いたします。
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愛 知 ㈱
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